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１　はじめに

　平成23年度より，学習指導要領の改訂を受けて，

新たに編成する教育課程が完全実施になった。それに

先立って,平成20年１月の中央教育審議会の答中で体

育科の改善の基本方針が示された。そこに記されてい

る課題の中で，「運動への関心や自ら運動する意欲,各

種の運動の楽しさや喜び，その基礎となる運動の技能

や知識など，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力

の育成が十分に図られていない例も見られる」（注１）

と教師の指導に関する課題が指摘された。

　このことから，近年問題とされ課題となっている

　「体力の低下傾向」や「運動する子どもとそうでない

子どもの二極化」が，単なる子どもの運動離れだけで

はなく，教師の指導面においても，課題となるのでは

ないかと考える。

　クルム(Crum, 1992)は，「運動に親しむ（情意学習）

ためには，運動技術の習得が根底となる」（注２）と示

している。筆者も同様に学級全員の子どもが体育授

業を通して，「技ができるようになった」「ゲームに勝

つことができた」という経験を繰り返すことで，運動

する楽しさを味わってほしいと考える。

　そこで，学級全員の子どもが技能を伸ばし，運動す

る楽しさを味わうことができるようにするためには，

体育学習において教師が様々な技能の子どもに対し，

適切な指導を行うことが上記にある課題を解決するた

めに必要なことであると考える。

２　主題設定の理由

　（１）教育現場の課題

　本研究の対象校であるA小学校は名古屋市の南西部

に位置し,広大な田に囲まれた自然豊かな地域にある。

子どもたちは日々伸び伸びと過ごし，活発な子どもが

多い。

　しかし，A小学校の対象学級（６年生）は，運動を

苦手とする子どもが多い。例えば，体力運動能力調査

の結果を見ると，立ち幅跳び・ソフトボール投げ（男

子）上体起こし（女子）以外の種目は，名古屋市の平

均値を下回っている。また，運動のできない子どもの

数値が名古屋市平均の標準偏差の値から大きく下回っ

ている。（表１）

　このように運動を苦手としている子どもが多く，

その中には運動に親しむ機会が十分に保障されていな

いことが課題とされる。

　く表1:平成24年度運動能力調査のA小学校6年生と名古屋市の平均

　(下線は名古屋市の平均を下回っている種目)〉

　したがってA小学校では，体育授業において個々の

技能を伸ばすことで｢できる｣喜びを保証し，多くの

子どもが少しでも自立して運動に取り組む機会を保障

することが教師の責務となるだろう。

　(２)実践研究主題の設定と経緯

　教師にとって，単元計画や教材づくりといった指導

方略をきめ細々かに決定することは，多くの子どもが

運動に親しみ，また技能を伸ばす重要な教育的活動の

一つである。学級には運動技能の習得につまずき，周

引こ取り残されてしまい，運動に親しめなかったり，

技能を伸ばせなかったりする子どもがいる。このよう

な子どもに対して，つまずきに対する的確な指導を行

うことのできる工夫は，技能習得の達成感を味わわせ

るとともに子どちかちか運動課題を共有し合い，体

育の目標を達成できるだろう。

　体育学習において，高橋(2010)は，子どもの学習成

果を保障するためには，潤沢な学習時間や学習機会を

保障するとともに成功裏に終わる運動課題への従事

が必要であるとしている。これに関わって，深見ら

(1997)は,教師は多くの学習時間を創出するとともに

子どもが課題解決に従事できるように効果的なフィ

ードバックを行うことが重要であると指摘している。

また，深見・高橋(2003)は，教師が個々の子どもの運

動学習に熱心に関わり，肯定的・矯正的フィードバッ

クを数多く与えれば,子どもの運動学習を活性化させ，

達成機会を多くする可能性が高くなるため，肯定的な

授業の雰囲気が生み出されるだろうと提言している。

　この効果的な指導技術に関連して，岩田(1994)は効

果的な授業を創出するために学習内容を明確にした

　[教材づくり]の必要性を指摘するとともにそれに

関連した指導技術の発揮と指導計画の立案を強調して

いる。

　そこで私は，本橋の実践研究主題を，これまでの実

践と前述の課題を踏まえて，技能が上位・中位。下位
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にかかわらず技能を伸ばし，運動に親しむことができ

る指導の在り方について考察する「体育学習において

フィードバックを効果的に行う指導の工夫」に設定し

た。

　（３）主題に迫るフィードバックの考え方

　フィードバックという言葉は，様々な分野で使われ

ている。大辞泉では，「入力と出力のあるシステムで，

出力に応じて人力を変化させること」とあり，元は電

気回路の機能に使われる用語である。また，心理学や

教育学において，行動や反応をより適切なものにして

いく仕組みとして用いられている。

　運動の学習においてのフィードバックは，運動を行

う中で，間違った動きをしたとき，それに対し修正を

行うことに用いられている。また，運動スキル学習に

おけるフィードバックは内在的フィードバックと外在

的フィードバックの２つに分けられると定義されてい

る（シュミット, 1994)。さらに深見ら（1997）は

肯定的・矯正的なフィードバックを多く行う教師の提

示が学習成果へ有意に影響を及ぼすことを明らかにし

ている。

　本研究では，教師のアドバイスや賞賛から得ること

ができる外在的フィードバックを対象とする。そして，

外在的フィードバックの中でも，学習者に対し直接①

肯定的②矯正的③否定的な声掛けを行う「direct」な

フィードバックと，一度下位教材を示し主運動の元と

なる運動に取り組ませる「indirect」なフィードバッ

クに区別して取り入れる。学習課題につまずいた子ど

もや意欲の低い子どもに対して，外在的フィードバッ

クを効果的に行うことの意義を検証する本研究は，重

要な示唆を与えるだろう。

〈表２：フィードバックの定義〉

〈表3:「direct」なフィードバックの定義〉

３　研究の構想

　（１）研究の目標

　本研究の目的は，体育学習においてフィードバック

を効果的に行う指導について検討することである。

　教師のフィードバックに関する先行研究は，いくつ

かの授業カテゴリーによって記述分析的に記録・分析

し，量的・相関関係的に検討するものほとんどであっ

た。本研究では，子どもに与えるフィードバックの手

だてを，明らかにされているフィードバック行動を参

考に工夫し，実践により有効性を検証する。

　効果的なフィードバックを工夫するにあたり，岩田

　(1994)が提言する効果的な授業を創出するために必

要な教材づくり・指導法略の立案・指導技術の発揮の

３点に着目したい。単に肯定的・矯正的なフィードバ

ック行動を増やしていくだけでなく，先に挙げた３点

に関連させて授業を行うことで，フィードバックを効

果的に行う指導となる。

研究の基本的な考え方

教材づくりの観点から

　外在的フィードバックの一つである「indirect」な

フィードバックを与える際に技能の習得のためにス

モールステップの段階を踏むことが必要であろう。身

に付けさせたい技能の習得のために段階を踏みながら

練習に取り組ませ,つまずくことがあれば，「indirect」

なフィードバックを行い，即座にその前の段階の練習

ができるようにさせたい。

　そのために身に付けさせたい技能を局面に分け，

その局面に応じたスモールステップをいくつか用意し

ておく。

　②　指導方略の立案

　子どもが体育学習に取り組むにあたり，毎時ごとに

技能状況は変化する。子どもの技能に合わせた指導を

行うために授業前にどのようにフィードバックを与

えるかを授業者が想定する，フィードバックシートを

作成し活用する。

　身に付けさせたい技能を幾つかの局面に分け，子ど

もの技能と照らし合わせながら，どのようなつまずき

があるか，またそのつまずきに対してどのようなフィ

ードバックを与えるのかをフィードバックシートに書

き込み，それを用いて指導に当たるようにする。

　③　指導技術の発揮

　肯定的・矯正的フィードバックは，子どもの授業評

価を高め,子どもの成功裏な学習活動を促進させる（高

橋｡1997)。これら２つのフィードバックは子どもの

意欲を掻き立て，また課題解決のために試行錯誤して

熱心に活動へ取り組ませるために大変有効だろう。

　特に矯正的フィードバックは，課題につまずき，停

滞している子どもにとっての要点を与えるものである。

そこで，特に活動に対するつまずきの多い技能水準下

位の子ども（以下，「下位児」とする）に対して，称賛・
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励ましをする肯定的なフィードバックとともに技能

向上を図る矯正的なフィードバックを増やしていくこ

とで，学級全体の技能の底上げにつながると考えた。

　そこで，授業前半において前年度までの振り返りか

ら下位児を抽出し，意図的に矯正的なフィードバック

を与えるようにした。

　（３）研究の仮説

　研究主題「体育学習においてフィードバックを効果

的に行う指導の工夫」の実践を行うにあたって，研究

の基本的な考え方を踏まえ,以下の研究仮説を立てた。

①下位教材への振り返りを系統的に行うことができる

スモールステップの場を設定することで，効果的なフ

ィードバックを行うことができるであろう。

②子どものつまずきと，それに応じたフィードバック

を事前に予測し，記述しておけるシートを活用するこ

とで効果的なフィードバックを行うことができるであ

ろう。

③下位児に対して，意図的に多くの「矯正的」フィー

ドバックを行うことで，子どもの技能向上に有意に働

くであろう。

　仮説を検証するために次の３点について手だてを

講じることとする。

①効果的に下位教材を促すスモールステップの工夫

②子どもの現状に合わせたフィードバックを的確に

　行うためのフィードバックシートの活用

③　意図的な矯正的フィードバックによる下位児への

　働きかけ

　（４）研究の構想図

　　上記のことから，本研究を図１のように構想図を

　作成し，研究を進めていくことにした。

４　検証計画

　（１）検証内容

　指導における手だての工夫が，フィードバックを効

果的に行うために有効であったかを検証する。

　（２）検証方法

　検証については，フィードバックの効果を知るため

に検証授業を行い，次の点について考察した。

①子どもへのフィードバックによる考察

　教師から子どもへどのようなフィードバックが行わ

れたについて，授業中の教師の言語行動をICレコー

ダーによって録音し考察した。また，フィードバック

の回数や内容が，子どもの技能の伸びに繋がったかに

ついても考察した。

②技能の伸びに関する考察

　毎時間，子どもがどのように技能を身に付けたかを

記録し考察した。

③フィードバックの計測による考察

　　「肯定的」「矯正的」「否定的」のカテゴリーの中で

何回行っていたかを計測した。

〈図１：研究の構想図〉
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５　実践

（１）対象学年・教材 ６年（３５人）

マット運動

（２）単元計画　９時間完了

小技

前転・小，後転，側転，川跳び，回転ジャンプ，足交

差，片足水平立ち，ブリッジ，ゆりかご

中技

前転・大，開脚前転，開脚後転,伸膝後転,跳び前転，

腕立て横跳び越し，頭倒立，側方倒立回転

大技

倒立前転，前方宙返り，後転倒立，ロンダート，倒立

ブリッジ

　　　　　　　〈表3:小技｡中技･大技の種類〉

　（３）身に付けさせたい技能

　本単元では，子どもに身に付けさせたい技能を「倒

立前転」とする。

　学習指導要領解説（平成20年８月）によると，倒

立前転は，５・６年生のマット運動の学習において，

身に付けさせたい技「大きな前転」の発展技として例

示されている。しかし，倒立前転の動きの要素である

　「倒立」と「しゃがみ立ち」を確実に身に付けること

で，多くの子どもに倒立前転を身に付けさせることが

できると考えた。

　また,倒立前転は,動きの大きな技であることから，

身に付けることで達成感を十分に味わうことができる

とも考えた。

　（４）具体的な手だて

　①　効果的に下位教材を促すスモールステップの

　　工夫

　４５分の授業の前半（１５分）において既習内容で

ある小技・中技の練習を行い，身に付けさせておくよ

うにする。そして，第５時より，倒立前転に取り組ま

せるようにする。

　練習に取り組む際，「倒立」「倒立から前転」「しゃが

み立ち」の３つの局面に分け，自分の課題は３つのう

ちどれかを選ばせ，練習に取り組ませる。そして，各

局面でのつまずきに応じて，その技能を身に付けさせ

るための下位教材を提示し，練習に取り組ませるよう

にする。（図２）

　②　子どもの現状に合わせたフィードバックを的確

　　に行うためのフィードバックシートの活用

　子どもは，個々に有する技能が異なり，練習の場に

おいても様々なつまずきに直面することになる。しか

し指導者は，子どものつまずきに適した声掛けを確実

に行っていかなければならない。そのためには，事前

に子どもが活動に対してどのようなつまずきがあるの

かを予想し,それに応じた声掛けを考えておくことで，

スムーズに指導に当たることができるのでないかと考

える。

　志水（2.11）は，子どもの自力解決場面に対し，どの

ように助言を行うかを事前に計画するための教材研究

ワークシートを作成している。本研究では，このワー

クシートを参考に「倒立」「倒立から前転」「しゃがみ

立ち」のそれぞれの場面で，子どもたちのつまずきに

応じた声掛けを計画することにした。（図３）

③意図的な矯正的フィードバックによる下位児への

　働きかけ

　第１時でのオリエンテーションの際に，既習の技で

ある前転・後転・側方倒立回転。壁倒立を行い，個々

に技能の判別を行った。そして，上位・中位・下位の

３つのグループに概ね均等に分けた。

　　　　〈表４:上位｡中位｡下位の判別(番号は身長順)〉

　子ども全員に対し，つまずきに応じたフィードバッ

クを与えていくとともに特に下位児に対しては，フ

ィードバックシートを基に計画された矯正的フィード

バックを意図的に数多く与えていくことにした。その

際，意欲の向上を図る肯定的フィードバックも行うよ

う心掛ける。
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効果的に下位教材を促すスモールステップ

の工夫

　倒立前転の一連の動きを３つの段階に分

け，自分の課題に合わせた練習を行わせる

ようにした。

①倒立

②倒立から前転

③　しゃがみ立ち

　また，これら３つの技を身に付けさせる

ために簡易的な技から徐々に難易度の高

い技へ練習させていく６段階のスモールス

テップを設定した。

　Indirectなフィードバックを与える際，

子どものつまずきに応じた下位教材の提示

を行う。左の表は子どもの学習カードに添

付し，子ども自身も課題に応じた技の練習

を行うようにさせる。

　子どもの現状に合わせたフィードバック

を的確に行うことのできるフィードバック

シートの活用

　子どもの課題解決過程の中で，子どもの

つまずきと，それに応じた声掛けを毎時予

想してフィードバックシートに記述し，そ

れを基に指導を行う。

①子どもの課題解決過程

子どもが学習をおこなう課題を，２～３の

技能ポイントに分け，それに対する課題解

決の方法の方法について記述する。

②予想されるつまずき

　　「子どもの課題解決過程」に対し，子ど

もがどのようにつまずくかを予想し，記述

する。

③声掛け

　　「予想されるつまずき」に対し，教師が

どのように強制的なフィードバックを与え

るかを考え，記述する。また，つまずきに

応じて練習させたい下位教材についても記

述しておく。

〈図３：フィードバックシートの例(倒立前転)〉
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　(５)　授業の様子

実施の概要

○実施年月　2 0 12年　第５時　５月１１日

　　　　　　　　　　　　第７時　５月１６日

　本稿では，本単元の第５時の主に倒立前転の学習と

第７時の様々な技に取り組む学習において実践につい

て検証を行う。

　〈第５時〉

　子どもは二人組になり，主に壁を用いた練習に取り

組んだ。半数は壁倒立，残りの半数は壁倒立から前転

をする練習を行った。

　壁倒立ができない子どもの多くは，①逆さになった

ときに体を支えることができず肘が曲がってしまうか，

②足を大きく振り上げることができずに倒立の姿勢

になることができないかのどちらかだった。

　そこで，体を支えられない子どもに対しては，「滑り

台」の練習を行わせ，補助の子どもには徐々に足を上

げさせるようにした。また，足を大きく振り上げられ

ない子どもには，「かえる倒立」と「壁倒立」を交互に

練習させ，足を振り上げる感覚を身に付けさせた。

　また，壁倒立はできるが，倒立前転ができない子ど

もに対しては，「滑り台」もしくは「壁倒立」の体勢か

ら前転を行う練習を行った。また,教師が「補助倒立」

の補助を行い，倒立の姿勢になったところから，前転

を行わせる練習をさせた。

　壁倒立ができない子どもに対し，シートにある「中

指を少し内側に向けて,肘を伸ばしたまま体を支える。」

といった声掛けをしたり，「滑り台」や「壁登り」の練

習を促したりするフィードバックをスムーズに行うこ

とができた。

　また，倒立の姿勢から前転を行うことができない子

どもに対しては，「肘を曲げる」と「あごを引く」のど

ちらかが主な声掛けとなった。あごを引く感覚がよく

分からない子どもに対しては，「へそを見る」という声

掛けを行うことで自然とあごを引くことができる子ど

もが増えてきた。

　事前に倒立前転のフィードバックシートを作成し

ておいたことで，子どものつまずきが，ある程度分類

されることが分かった。多くの子どもが倒立の練習に

取り組んでいた。下位の子どものつまずきは,主に「腰

が曲がる」と「肘が曲がる」の２つに分けられた。

　肘が曲がる子どもに対しては，足が上がっているこ

とへの肯定的フィードバックを行うとともに中指の

位置を意識させるような矯正的なフィードバックを行

うことを意識するようにした。

　すると，それぞれ中指の向く位置は違いはあるもの

の，肘を内側に絞るという意識が芽生え，体を支える

ことができるようになってきた。

　教師が多くの子どもにフィードバックを与えようと，

体育館を動き回りながら指導を行ってしまい，大変な

労力を費やすこととなった。学級全体を把握しながら

落ち着いて指導を行うためにも，同じ課題の子どもを

グルーピングするなどの効率化を図る必要があった。

　〈第７時〉

　壁倒立のできる子どもが増え，多くの子どもがペア

の相手と補助し合いながら，「倒立から前転」の練習を

行うようになった。

　倒立の姿勢から前転を行う感覚が分からない子ども

には，第５時と同じく，「壁倒立」からの前転を行わせ

た。また，ペア同士の補助が上手になってきたため，

　「補助倒立」からの前転も,互いに行うようになった。

　前時の課題から，倒立・倒立から前転・しゃがみ立

ちの３つの中から自分の課題となっている技能ポイン

トを選び，同じ課題の仲間となるようグルーピングし

て練習に取り組ませた。

　倒立のグループは自分たちで練習する内容を選び

協力して練習に取り組んでいた。また，腰が上がらな

いグループに揃ってかえる逆立ちの練習に取り組ま

せることができ，効率的に指導を行うことができた。

　第５時でのフィードバックシートを見直し,「へそを

見る」と「あごを引く」に重点を置いた声掛けを行う

ようにした。また，倒立から前転の練習をする子ども

に対して有効だった，「肘を曲げる」という声掛けのシ

ートに書き加えた。

　　「倒立から前転」ができないグループでは，教師が

倒立の補助を行い，前転の練習を行わせた。その際，

　「肘！」「あご！」というキーワードが子どもにも浸透

し，自分たちで練習を行う時にも，その言葉として飛

び交うようになった。

　第５時と比べ，子どもから教師に対し，どのように

やればできるようになるかという質問が増えてきた。

そのため矯正的なフィードバックの声掛けの割合が増

えた。

　特に倒立の体勢からどのように体を動かせば，ス

ムーズに前転を行うことができるかという疑間をもつ

子どもがふえ，その子どもに対する矯正的フィードバ

ックを行う回数が大変増えた。
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６　実践の結果と考察

　（１）スモールステップの工夫

　①　授業分析

ケース１　【第５時】倒立をしようとするが，なかな

か，足が上がらないC18

C18:（倒立前転の練習に取り組んでいるが,倒立をし

　　　ようとしても足が上がらずに，大きな前転にな

　　　ってしまっている。）

T　：うん。じゃこっち（壁）にきて。もう一回壁登

　　　りをやってみようか。

C18 : うん。

T　：そうそう，きれいにできているよ。そのまま，

　　　前に転がることできる？

C18 :（やってみるが，つぶれてしまう。）

T　：やりにくいかな。じゃあ滑り台からにしよう。

　　　。。さん,補助して。

C18:(滑り台から前転を行

　　　う。)

T　：そうそう，そんな感

　　　じ。足をその高さま

　　　で我慢してよ。

C18 : わかった。

　(結果) 〈滑り台から前転するC９〉

　C18は倒立の練習では補助倒立まではできていた。

しかし，前転を行おうとすると早く回るうとして足が

なかなか上からないでいた。そのため，滑り台から前

転をする練習を繰り返した。次第に倒立姿勢からの前

転に慣れ，第７時に倒立前転ができるようになった。

ヶ－ス２　【第５時】　倒立をする時，足が床に対し

て垂直まで上げることができず，前転までできないC

32

：（倒立ができない子どもを集め，指導を行う。）

　先生が補助をしてあげるから，一人ずつやって

　みて。（一人ずつ補助。 C32があと少しで前転

　ができそうなのを見て）

　。○さん，もうちょっとだよ。繰り返しやって

　みよう。５回！

C32:えー。（補助倒立をする。）

T　：おっ。そうそう。いいよ。（４回目まで補助を行

　　　い，５回目は補助するふりだけする。）

C32:（横に倒れてしまう）

T　：ごめんごめん。けど，もうちよっとだったよ。

　　　もう一回！

C32:(だまって補助倒立を

　　　行う。)

T　：そうそう。(３回目で

　　　補助をなくす。)

C32:(少し体勢が崩れたが，

　　　前転までできる。)

T　：やったー。できた。
〈補助倒立から前転をするC32〉

　　　先生，今，足さわってないよ。もうできるね。

C32:ほんとに。（補助なしで倒立前転を行う。２回目

　　　でスムーズに回転する。）

T　：そうそう。よし，できたよ。やったね。…あと

　　　でみんなに見せてあげてようね。

　（結果）

　C32は補助倒立からの前転を繰り返し練習するこ

とで，自然と足が垂直の位置まで上がることができる

ようになった。補助倒立からの前転の練習が大変有効

であることが分かった。この方法で，多くの子どもが

倒立前転を身に付けることができた。

ケース３　【第7時】倒立からの前転はできるがしゃ

がみ立ちができず,手をついて立ち上がっていたC24^

C24:（倒立前転の練習に取り組むがしゃがみ立ちがで

　　　きず，体を起こせないでいた。）

T　：うんうん，じゃあ始めの練習みたいに，ゆりか

　　　ごをやってごらん。はい。（手拍子で太鼓みたい

　　　にリズムをとる。）

C24:（ゆりかごを行う。）

T　：いいね。大きなゆりかごは？

C24:えー。（大きなゆりかごを行う。）

T　：うんうん。倒立前転でもそんな風に起き上れる

　　　とね。じゃあ,ゆりかごを意識して普通の前転，

　　　やってみよう！

C24:うーん，わかった。（前

　　　転に取り組む）

T　：うんうん，立ち上がる

　　　時に膝をしっかり曲げ

　　　てみよう。

倒立前転を行うと，勢いが付きすぎて床に寝る体制

になってしまっていたC12^ゆりかごや前転でしゃが

み立ちの練習に繰り返し取り組んだ。その時，膝を伸

ばさずに足の裏をしっかり床に着くよう意識させた。

C12は，しゃがみ立ちを強く意識するようになり，授

業の最後には，倒立前転を成功させた。

　②　スモールステップのエ夫についての考察

　本実践では，多くの子どもたちに倒立前転を身に付

けさせるための適切なフィードバック行動を行うこと

ができたのではないかと考える。その理由として考え

られることには，次の２点てある。

　１点目口子どものつまずきに応じた下位教材の設

定が明確であったことである。このことで，個に応じ

た練習を即座に行わせることができ，子どもも少しず

つ技能を伸ばすことができた。

　２点目口倒立前転の技能ポイントを「倒立」「倒

立から前転」「しゃがみ立ち」の３点に分けたことで，

個々の課題について，より明確になったことである。

子どもは，自分か３つの技能ポイントのうち，どの動
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きができないのかを知り，課題をもって練習に取り組

むことができた。また，教師も，子どものつまずきや

課題としていることを理解し，個に応じたフィードバ

ックを与えることができたのではないかと考える。

　　　　〈表5:第5時における抽出児の取り組んだ練習〉

　上の表からも分かるように子どもは自分の課題に

応じた技に取り組んでいた。教師もC18に対し，補助

倒立ができないため，下位教材である滑り台の練習に

取り組ませたようによりきめ細々かなフィードバッ

クを与えることができたためと考えられる。

　（２）フィードバックシートの活用

　①　授業分析

ケース４【第５時】倒立を行う時，体が一直線になら

ず腰が曲がってしまうC22

C22:（壁倒立に取り組むが,腰が曲がってしまいあし

が壁まで上がらずにいた）

T　：そうだなあ。（フィードバックシートを見て）も

　　　つと手を振り上げてから床についてみて。

C22:わかりました。（手を大きく上に振り上げてから

　　　手をつく。前より少し足が上がる。）

T　：そうそう。いい感じ。腕と体が一直線になるん

　　　だよ。うんうん。
　　　-
C22:はい。（繰り返し練習に取り組む。）

T　：そうそうそう。後ろの足が一直線ね。（やって見

せる。）そう。

こっちの足。

右足。

C22:こうかな。（立

　　　つたまま，右

　　　足を後ろに振

　　　り上げる。）

T　：そうそう。そ

　　　んな感じでや

　　　つてみよう。

　（結果）

〈手を大き〈振り上げるC22〉

　C22は，運動技能が低く第５時になりようやく壁

倒立の練習に取り組むようになった。しかし，手を床

につくとき勢いが弱く，足が上がらず腰が曲がったま

までいた。その時，教師はフィードバックシートを活

用することで，「一直線」という声掛けをスムーズに

行うことができた。そして，「一直線」というキーワ

ードを意識させて練習に取り組ませた。その結果，第

９時には，壁倒立ができるようになり，また倒立前転

も成功させた。

ケース５【第７時】補助倒立の姿勢から，体を倒して

前転をすることができないC15

C15:（友達に補助をしてもらい倒立はできるが,そこ

　　　から前転しようとしても，姿勢がまっすぐのま

　　　まマットに倒れてしまう。）

T　：おっと，あぶない。大丈夫かな。

C15 : はい。

T　：じゃあ,倒立からゆっくり肘を曲げてみようね。

　　　肘だよ。

C15:はい。（補助倒立から肘を曲げる。しかし，頭頂

　　　部がマットについてしまう。）

T　：うんうん。そうなっちゃうね。痛かったかな。

C15 : 大丈夫です。

T　：今のはよかったよ。今度はそのままあごを引い

　　　てやってみよう。。○さん，ちょっと補助変わ

　　　って。（補助をする）

C15:(あごを引いて肘

　　　を曲げる。後頭

　　　部がマットに着

　　　くが勢いよく腰

　　　をマットに打ち

　　　付ける。)

T　：できたできた。

　　　あとはゆりかご

　　　で起き上がるだ
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〈なかなか肘が曲がらないC15〉

　　　けだよ。もう一回。

C15 : はい。（今度はしゃがみ立ちができる。）

T　：やったー。できたね。忘れる前にもう一回。

C15 : はい。（繰り返し練習に取り組む。）

T　：うんうん。慣れてきたら補助なしでもやってみ

　　　てよ。

　（結果）

　C15は倒立からどのようにして前転をすればいい

のか分からず，ただ体を倒していくことしかできない

でいた。そこで，「肘を曲げる」「あごを引く」の２つ

のキーワードを伝えると，すぐに倒立から前転を行う

ことができた。C15に限らず，この２つの声掛けから

倒立前転ができる子どもが多かった。フィードバック

シートにある「肘を曲げる」「あごを引く」は倒立から

前転をするための体の感覚を身に付けさせるために有

効であることが分かった。

ケース６【第７時】倒立から前転するとき，肘を曲げ

ることはできるが，あごが引けずに後頭部をマットに

着けないC29

C29 : (C15と一緒に練習していたため，Tの指導を

　　　聞き，あごを引いて肘を曲げようとするが，あ

　　　ごを引くことができないでいる。）

T　：もう一回。あごを引いてごらん。

C29:（倒立してあごを引こうとするが,逆にマットの

　　　ほうを向いてしまう。）



T おー。それは逆だね。わかったよ。（フィードバ

ックシートを見て）じゃあ,自分のへそを見て，

肘を曲げてみよう。

C29:えっ，どうゆうことですか。

T　：こんな感じ。(立つたままへそを指差しながらへ

　　　そを見る。)

C29:あーあー,分かった。(倒立をして,へそを見る。

　　　あごを引くことができる。)

T　：そうそう，そのまま肘を曲げて。

C29:(肘を曲げて，前

　　　転することがで

　　　きる。)

T　：やったー。でき

　　　たじゃん。すぐ

　　　にもう一回やっ

　　　てみよう。

　(結果) 〈C29にあごを引〈ことを伝える教師〉

　　「あごを引く」といっか指示に対し，やろうとして

も思ったように体が動かない子どもが多くいる。その

時「へそを見る」といっか視線を意識するような声掛

けは有効であることが分かった。そこで，次時でのフ

ィードバックシートの作成で，へそを見ることに重点

を置いた声掛けを計画した。他にも倒立姿勢を保つた

めに「手と手の間を見る」「マットを見る」なども有

効であることが分かり，フィードバックシートに書き

加えた。

　②　フィードバックシートの活用についての考察

　授業を行うにあたり，事前に子どものつまずきを予

想し，それに応じた矯正的フィードバックを考えてお

くことにより，効果的なフィードバック行動を行うこ

とができたのではないかと考えられる。その理由とし

て，次の２点が考えられる。

　１点目心子どもへのフィードバックが大変スムー

ズだったことである。ある程度，子どももつまずきを

予想していたため，それに対するフィードバックの内

容をその場で選別することなく，下位教材へ促したり

細かい指導を行ったりするなど，フィードバックを即

座に与えることができた。

　２点目に事前に計画していたフィードバックのう

ち，子どもの技能を伸ばす上で，どのようなものが効

果的であったかを判別することができ，次の授業まで

に修正ができたことである。

　第５時において，「倒立から前転」の技能を身に付け

させる際，事前には「あごを引く」「へそを見る」とい

ったフィードバックを行う予定であった。しかし，子

どもにフィードバックをする中で，「肘を曲げる」とい

う声掛けが有効であることが分かり，新たに倒立から

肘を曲げさせることに意識をもつようにした。

　以上のように矯正的フィードバックの内容を向上

させる点において，記述していけるフィードバックシ

－トが有効であったといえる。

　（３）意図的な矯正的フィードバックの働きかけ

①　技能の伸びとフィードバック行動の回数

　下のグラフは，倒立前転と壁倒立を身に付けること

ができた子どもの人数の推移である。倒立前転に着目

してみると，第６時と第７時に身に付けることができ

た子どもが大幅に増えたことが分かる。（第６時５人，

第７時５人）また,壁倒立においても第６時において，

身に付けた子どもが３人増えている。

　　　〈表６:第４時~第7時のフィードバック行動の回数〉

上の表を比べてみると，第４時と第５時では，矯正的

フィードバックの回数より，肯定的フィードバックの

回数が上回っているが，第６時と第７時では矯正的フ

ィードバックのほうが，肯定的フィードバックを上回

っている。

　また,矯正的フィードバックの回数の推移をみると，

第４時と第５時の４５回・３５回と比べ，第６時・第

７時は共に７３回と大幅に回数が増えているのが分か

った。

　これらのことと技能の伸びと合わせて考察すると，

フィードバック行動を行う上で，矯正フィードバック

をより多く行うことが，子どもの技能向上につながっ

ていると言える。

②　下位の子どもへのフィードバック行動と技能の伸び

下の表は，下位元が壁倒立と倒立前転を身に付けた時

数を表したものである。これを見ると，授業の後半に
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おいて，技能を身に付けた子どもが多い。特に第６時

から第８時にかけて技能を身に付けた子どもが増えて

いる。

　　　〈表7:下位児が壁倒立と倒立前転を身に付けた時数〉

　　一方，表６を見ると，下位児に対する肯定的・矯

正的フィードバックの回数は大きな変化が見られない。

これは，P７～P９のようにスモールステップの工

夫による段階的な練習の取り組みや，フィードバック

シートの内容をより効果的な声掛けに変更し，フィー

ドバックの質を向上させたことで，授業の後半におい

て技能を伸ばすことができたためと考えられる。

　これらのことから，下位児の技能の向上を図るため

には，意図的なフィードバック行動に付け加え，スモ

ールステップやフィードバックシートの工夫など，教

材づくりや指導法略の立案を関連させることが大変重

要であることが分かった。
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７　研究の成果と今後の課題

　本研究は,「体育学習においてフィードバックを効果

的に行う指導の工夫」という研究主題で実践を進めて

きた。

　効果的にフィードバックを行うためには，仮説であ

る，「スモールステップの工夫」「フィードバックシー

トの活用」「意図的な矯正的フィードバック行動」を行

うことが有効であることが分かった。また，これら３

点を関連させながら授業を進めることで，子どもの技

能を向上させるためのフィードバック行動をより効果

的に行うことができることが明らかになった。

　しかし，実践を進める上で次のような課題や改善点

も見つかった。

●　肯定的や矯正的なフィードバックをより多く行う

　ことで子どもの技能向上につながることは分かっ

　た。　しかし，個々へのフィードバックを増やすと，

　教師の負担が多くなる。一般化をするためにも，全

　体々クルーピンクでのフィードバックの計画を行

　うようにする。

●　フィードバックシートの活用においては，研究者

　自身の観点でしか検証できず，成果に信憑性をもた

　せる二とがあまりできなかった。効果的なフィード

　バックをより明らかにするためにも，多くの授業者

　にフィードバックシートを活用してもらい，検証を

　行う必要かおる。

　これらの課題を解決できるような工夫を行い，今後

もさらに実りある実践を行っていきたい。


